
  数学 国語 実施時期 

解
答
形
式 

 
数式 

 
短答式※ 平成３２年度実施？ 

図表・グラフ 
条件付記述式 
（短文記述式） 

平成３２年度実施？ 

考え 

証明 
条件付記述式 

（より文字数の多い記述式） 
平成３６年度実施？ 

記述式に関する検討範囲について（たたき台） 

今回の 
検討範囲 

参考資料２ 

解
答
手
段 

手書き 手書き  平成３２年度実施？ 

タブレット 
デジタルペーパー 

 タブレット 
デジタルペーパー 

平成３６年度実施？ 

プロセスを 
問う 

図表・グラフ 

※短答式には、解答を選択肢の中から選ぶ問題、漢字の書き取りの問題は含まない。 

資料４ 



記述式採点の効率化①  

TEST 

■PBT 

TEST 

OCR 【 Optical Character Reader 】読取 

テキスト化 

TEST 

■CBT 

②スキャニング後、目視による採点 

③キーパンチャーによるテキスト化後、 
 目視による採点 

④OCRで読み取り、テキスト化後、 
 クラスタリングで分類後、 
 目視による採点 

TEST 
⑤受検生が直接入力によりテキスト化、目視による採点 

TEST 
①解答原本を目視による採点 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
採
点
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
可 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
採
点
支
援

シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
可 

スキャナー読取 
画像化 
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クラスタリング 

国語、数学において赤実線の実現を
検討 



記述式採点の効率化②  

 デジタル化した記述式問題の解答を、テキスト処理により類似した解答ごとにグループ化（クラス
タリング）し、グループごとに採点を行う。このことにより、採点効率が向上し、採点時間や採点の
揺らぎを減らすことが期待できる。 

【クラスタリングのイメージ】 

【クラスタリングによる採点の効率化】 

類似した解答ごと 
にグループ化する 

クラスタリング 

別紙２ 

【問１】 
解答A 

【問１】 
解答A’ 

この時の光景が脳
裏に焼きついて・・・ 

【問１】 
解答B 

【問１】 
解答B’ 

【問１】 
解答C 

【問１】 
解答C’ 

心の羅針盤で測量
してという比喩を
使って・・・ 

・・・文章を読む時
間の豊かさを感じる
ことが・・・ 

・・・文を読むことで
豊かな時間をすご
すことが・・・ 

・・・・・・・・ 

この時の光景が目
に焼きついて・・・ 

【例】 心の羅針盤を用い
てという比喩を用い
ることで・・・ 

【例】 

【例】 

・・・・・・・・ 

・・・・・・・・ 

採点 

グループごとに
採点 
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記述式採点への技術の活用可能性について（たたき台） 

OCRによる 
テキスト化後、 
クラスタリング 

機械による 
一次採点 

全自動採点 

数学 
 

（数式） 

○？ 
 

△ 
 

× 
 

国語 
 

（短文記述式） 
 

○？ 
 

△ 
 

× 
 

【検証課題】 
■OCRによるテキスト化の精度 
■クラスタリングにより、どの程度採点時間の 
  短縮が可能か 
■クラスタリング後、機械で採点できる内容が 
    あるかどうか 

資料４ 

機械による一次採点は可能性が高いが、そのために
はOCRによるテキスト化が必要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【検証課題】 
■OCRによるテキスト化の精度がどの程度か 
■クラスタリングが可能か 
■機械による一次採点について、実用に耐えうるか 

OCRによるテキスト化とクラスタ
リングにより、約３割～５割の 

採点時間の短縮の可能性あり・ 

参考資料３ 

※本人が確認できる場合は、  
  全自動採点の可能性も 


